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18 世 紀 啓 蒙 思 想 に お け る 旅
ホドヴイェツキーの旅のスケッチ集
垣 本 せっ 子＊
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ヨーロッパにおける近代ツーリズムの始 まりは、19 世紀にトマス・クックが創設し、鉄道や蒸気
船の普及 と共に発展し た旅行業 にあると言われる。これを契機 として、一般人が苦労 の多い「旅」
（travel,－ ドイツ語の「旅JReise は「遠征、武装」を意味したー）ではなく、貴族のグ ランドツアー
を起源 とする「旅行」（tour）を楽し む時代 になったというのだ。しかし、18 世紀 もまた、巡礼目的
の定番 の旅に代 わり、単 に知見を広げる目的を持った旅が普及し、旅の方法が啓蒙さ れたという点
で、一般人 の旅行に対 する意識が大 きく変わった世紀だった。道路や宿駅・宿場の制度は地域差 を
残しつつ も、大 きく改善し、旅が日常生活の一部 になった。
啓蒙思想と旅の関係を読 み解 くために、本稿では、 イギリスの風俗画家ホガ ース（1697－1764 ）
の描いた否定的なイメージの旅を振 り出し とし て、ド イツの画家 ホドヴィエツキー（1726－1801 ）
が自身 の旅先で描いたスケッチの時空 に、当時 の旅の意味づけを探る。 ホガースがヨーマン（郷士）
の子孫 として伝統的なイギリス社会 の出自であっだのに対して、 ホドヴィエツキーは、父親がポー
ランド人、母親はユグノー （亡命フランス人） の家系 という、多文化の出自であった。ホガースは
懐中時計の蓋などを彫る銀細工師として下積みの修行 を始め、さらに紋章の銅版画、名刺の図案作
りなどを経験し た上で、連作版画によって画家 として独立した。1757 年には義父の跡 を継いで宮廷
画家 の資格 も認 められる。これに対して、同じ く風俗画家 であるホドヴィエツキーは、本や雑誌 に
挿絵を描く傍ら、生涯、貴族や富裕な市民のために絵 を鑑定し、買い付けの世話をす る画商でもあ
りつづ けた。18
世紀に、一 般に普及しはじ めた読書の習慣の中で、テキスト に添 えられた挿絵は、新たな美術
の分野 を生んだ。さらに新聞・雑誌な ど定期刊行物が売り上げ数を延ばし、時事ニュースが活字 に
載るとともに銅版画に描かれたことも新しい現象だった。ホドヴィエツキーは、ゲーテの『若きウェ
ルテル の悩み』や、翻訳の『ドン・キホーテ』、『センチメンタルジャーニー』、さらにペ スタロ ッチ、
バセド ウ、 リヒテンベ ルクら啓蒙哲学者・教育者の発行した教育 書・雑誌の挿絵を担当した。18 世
紀末において神聖ローマ帝国の識字率 は30% であり、1知識 の伝達媒体 として、挿絵や銅版画は有効
だった。貴族の没落 とともに、姿を消した荘厳なバロ ック絵画 と、芸術 の独立性の上 に成立し た近
代絵画 の狭間にあって、18世紀のヨーロ ッパは文学と絵画を折衷させたスタイルの芸術家を生 んだ。
ホガ ースもホド ヴィエツキーもその意味で、極めて18 世紀的な存在であったといえるだろう。
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I ホ ガ ー ス の 風 俗 画 一 異 界 へ の 旅 －
ホガ ースが有名なのは『当世風結婚』、『放蕩一代記』など、 絵物語を構成する版画連作 によって
である。これらは日本 の絵巻物 とは異なり、地 の文は書き込 まれていないが、画中の看板 に書かれ
た店 の名前や、 絵の1 枚ずつに付けられたタイトルが物語の流れを知らせる。登場人物は劇的 な身
振りで、それぞれ、何かを訴 えてい る。鑑賞者 はその内容を背景 から想像する。ホガ ースの絵を鑑
賞して得られる満足は、色や形の生み出す調和 の空間に憩う感覚ではな く、仕掛けられた風刺のメッ
セージを認識し、理解する知的遊び心である。
海外植民地の獲得や18 世紀後半にピークを迎 えた産業革命 によって、大英帝国への軌道 に乗 った
イギリ スと、30 年戦争 による荒廃を引きずって近代化 から取り残 されたドイツでは、啓蒙主義 を受
容する意味は大 きく異なった。理性 を人間固有 の知的能力 として称揚し、宗教 の代わりに、道徳心
や科学技術 による理想社会を構想した啓蒙主義 にとって批判力 は精神的な創造 の前提だった。産業
革命期 のイギリスに生きたホガースはその画業 の中で、現実社会 の道徳 の浅薄さを非難しつづ ける
一方、ハリソンの発明した航海時計のような科学技術 の進歩に対して賞讃 を惜し まない。2初期 資本
主義の沸騰 の中で批評 は毒のある風刺 と共 に生彩 を放ったのである。 これ に対 して ホド ヴィエツ
キーにとって啓蒙主義 は、貴族社会 から市民社会へ社会の重心が移る過程にあったドイツの啓蒙主
義であり、「啓蒙専制」君主 により規定された社会改革は批判 の対象で はなかった。
そのような2 人 の画家が取り上げた旅の情景 は大きく異なった。 ホガ ースの絵の中で、旅人 とは
生業 を求め、切羽詰って農村 から脱出する人々であり、 また逆に選挙活動の遊説行 として地方へ赴
く都会人だった。 そこにこめられている皮肉は、知らない土地で出会う人々が互いに何か良いこと
を期待する無知 や無垢 に向けられている。旅先での甘い期待 に付 け入る人々がいることを警告し、
絵の教訓 としているのである。
『遊女一代記』（AHarlot'sProgress 、1732 年）の第一図はロ ンドンに上京したばかりの女主人公
モルと彼女を早速取り巻 く怪しい人物だちから構成される。場所 は、整備された駅舎ではなく、下
町の袋小路 に様々な物資が集積する中庭である。降り立った女主人公モルだけは、自信に溢れてい
るが、荷馬車 に残っている他の女の乗客たちは早 くも、自分たちの弱い立場 に気づいて慄いている。
背景 にあるのは18 世紀後半をピークとするイギリスの産業革命・農業 革命による、田舎から都会へ
の人口流出である。3モルが若 く美しい女性だから といって都会で必ず堕落するというのは、いかに
も硬直した道徳 観だが、甘い期待を戒 める教訓は広く共有された。
当時、どうすれば身分の後ろ盾がない者が成功したのか。『勤勉 と怠惰』（1747 年） という12 枚連
作に、 その答はあまりにも明快である。 フランク・グッドチャイルド（FrankGoodchild ）とトマス・
アイドル（Thomasldle ）の2 人の徒弟がそれぞれ名前 どおりの人生を歩 む。 グッドチ ャイルド は織
物工場で勤勉に働 くばかりではない。日曜日には教会への礼拝を欠かさない。 これに対して、 相棒
のトマ スは織機に向かってぼんやり立っているばかりか、礼拝の最中に賭け事 をする始末である。
アイドルはついに小舟 に乗せられ、沖合に碇泊してい る船へ奉公 に出されるが、性情 は直 らない。
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出発の日の記述は日記によれば以下のようである。
6 月3 日。7 時、兄にゴトコヴィスキの為替を預け、別れの挨拶をしてからベルリンを出発した。（・・・）。
昼にヴェルンオイヒエン到着。コーヒーを注文。馬 にガラス麦を1.5メッツェ、干し草を少し もらう。3 時出発。5
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ア ダ ム ・ ス ミ ス も 『国 富 論 』 の 中 で グ ラ ンド ツ ア ー の模 倣 に批 判 的 で あ る。 ス ミ ス に よ れ ば ， 若 者 は外 国 へ
行 っ て も結 局 は 遊 び 暮 ら す だ けで あ り ， 堕 落 し て し ま う。 親 が 子 供 を 留 学 さ せ る の は， イ ギ リ ス の 教 育 制 度 が
劣 っ て い る か ら で あ り，親 は 目 の 前 で ，子 供 の 教 育 が さ っ ぱ り う ま くい か な い 状 態 を 目 にし た く な い ば か り に，
外 国 へ や っ て し ま う の だ と皮 肉 っ て い る 。10
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ReiseninderAufklarungdes18.Jahrhunderts
SetsukoICHIDA-KAKIMOTO
Esheifit,dassdermoderneTourismusmitdemBauderEisenbahnenim19.
JahrhundertinEnglandbegonnenhat.Im18.Jahrhundertjedoch,vordieser
RevolutiondesVerkehrswesens,begannmansowohlinEnglandalsauchaufdem
KontinentEuropasvielzureisen 。InEnglandmachtesichWilliamHogarthalsSittenschildererundSatirikermitiiber200RadierungeneinenNamen.LautihmreisenvorallemvieleLeutevomLandnachLondon,umihrLoszumGutenzuwenden.DasendetmitdemVerderbenderHeldin,wiederZyklus
“AHarlotsProgress"zeigt.ManistauchvielaufderReiseimLande,umStimmenfiirdieWahlkandidatenzuwerben.FiirHogarthreistmanindieFremde,umineineFallezugeratenOderjemandemeineFallezustellen,obwohlEnglanddasfortschrittlichsteSystemderPostkutscheninEuropahatteunddenregstenVerkehrmitdeniiberseeischenKolonienbetrieb
。ChodowieckiwarRadierer,lebteinBerlinundillustriertevieleaufklarerischeZeitschriften,KalenderundBtichermitseinerGraphik.Erhatteeinepolnische,franzosischeunddeutscheAbstammung.FiirihnwardasReiseneineBe-schaftigungdesverlangertenAUtags,diemitSorgfaltbewaltigtwerdenmusste.ErhinterliesB108ZeichnungenunddasTagebuch,alsermitseinemPferdnachDanzig,seinerHeimat,reiste.Siebeweisen,wiemanaufderReisedamalsimmermitderZeitbewusstwar,unddaslebendigeVerkehrswesen,dasPferd,pflegte.JedochauchZeitundMussegabes,sichmitvoriibergehendenLeutenzuunter-halten,ihrePhysiognomienzubeobachtenundzugeniessen.DieDiskrepanzzwischendemEigenenundderFremdeistgemildert,indemseineZeichnungendasBeisammenseinderMenschenausverschiedenenVolkernundSchichtenburgerlichharmonischbetonten.
